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もっとも価値のある資産は人的資本であり、今後は大学等の高等教育・研究における質 向上 り注力すべきである。これは長い計画期間を必要とし、現在の初期段階での取り組みは今の ころ成果を上げているようにみえるが、今後それらの取り組みは大学や学部のレベルで選択、集中させる必要がある。
●おわりに　
コスタリカはこのまま順調に経
済成長を続けて、高所得国の仲間入りが出来るのであろうか。それとも、将来的に経済成長が著しく鈍化して、中所得国 まま停滞してしまうのであろうか。この答えは、今後コスタリカがどのような経済政策を導入するかによって決まってくるであろ 。まず、コスタリカは海外直接投資 誘致 成功している現在の強みである政治的およびマクロ経済的な安定と、人的資本の供給力をそ まま継続させる必要がある。また、今後の輸出促進政策を支えるべく、流通インフラの強化も必要となるであろう。さらに、これまでコスタリカのもっとも重 な成長資源となっていた人材育成を り集中して効率的に継続する必要があ
る。
政
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。
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